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’レアメタル置き換え
て太陽電池の層は１桁薄

く、全体でも軟らかいの

が特徴だ。
太陽光が基板と正極を

通過し、発電層に届いて

電子と電子の抜け穴（正

孔）を生み出す。従来は

発電層の上に正孔が動く

ホール輸送層、その上に

レアメタルのインジウム

とスズの酸化物（ＩＴＯ）

の透明な正極を貼り付け

ている。今回、これら２
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置き換えた。

有機太陽電池はまだ実
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が、普及すればＩＴＯ中

のインジウムの需給が逼
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から電子を取り出す側に

は電子が動く電子輸送綴

とアルミ製の負極を使っ

ている。研究チームはこ

れ
ら
２
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に置き換える計画。実現

罵
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一にした「オール炭素太陽

電池」が実現するという。

詳しい内容は米化学会

一誌ＪＡＣＳ（電子版）に

一掲載した。（黒川卓）
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転移を確認した。さらに
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る骨芽細胞を移植した７

匹のマウス全てが大腿部

に転移していた。

今後は、慶大病院が集

めた患者の血清中に含ま

れ
る
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の
量
と

症例とを照らし合わせ、

悪性黒色腫転移に及ぼす

影響を調べる。
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畑％まで上がるとみてい工研究センター」を開設が「得意とする分野」（飯
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から電子を取り出す側に一なるもので、軽量化を目二酸化炭素（ＣＯ２）
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手術支援ロボに12億円

今年４月に発足した日本医療研究

定開発機構は旧日、同機構が管理する

決１７５億円の研究開発関連の調整費

分について、１４５億円の配分テーマ

配を決めたと発表した。医師に柔らか

削さなど触覚情報まで伝える次世代の

整手術支援ロボット開発に吃徳円を投

調じるほか、エボラ出血熱の治療薬開

構発露獅唖繕娠鯉円の配分は今秋にも

雑決める。また、例えば新興感染症が

研発生した緊急時などに、即座に治療

療薬を開発する研究費などに充てる。
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写真Ⅱは「研究が医療の現場に還元

さ
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確か」と述べ、研究成果が
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る方針を示した。
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寸 気 宇 . チックをつくる研究など

を手掛ける。鉄より強い

プラスチックは現状では

小さいサイズのものしか

つくれず、難燃性の点で

実用レベルの性能を満た

せていないという。

また、傷口を覆う医療

用材料や軽屋毎』断熱効果

のある建築材料などの開

発もめざしている。
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